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11月28日、ふれあい集会がいつもの芝浦小学校で行われます。日も短く寒い時期に
なるので足腰の痛い方にはちょっと辛いかもしれませんが、やむなくこの日程になり
ました。温かい格好で来てくださいね。たくさんのボランティアに支えられてきた集
会も9階目、最後のふれあい集会になると思います。島に帰る方も帰らない方も、ま
たしばらくは帰れない方も、冬を迎える前にもう一度お会いしましょう。  
■みんなの声 
港南三宅会の定例会 
 避難してきてすぐの2000年9月13日、

アパートの自治会、港区防災課、港区社協

等の方々のご配慮によって「港南三宅会」

は発足しました。 

 あれから４年、毎月１回の定例会と月２

回のいきいきサロンを開催しています。そ

の他に色々なイベントなどに参加し、会員

相互のコミュニケーションを計りながら、私達を

支援して下さっている多くの皆さんへの感謝を

すると同時に、三宅島の宣伝にも勤めていま

す。 

 今度の10月9日は、港区の区民祭りで

「三宅島島民交流コーナー」のブースをいただ

きました。そこでは、三宅島のビデオを放映し

ながら、島を多くの人に知ってもらい、日頃の

感謝の気持ちを添えて、サロンで手作りの匂

い袋を配布する予定でいます。区民との、こ

んなふれあいを楽しんでいます。 

 先日の定例会では、やはり帰島に関する話

題で持ちきり、ガスとの共生の不安は誰も

が持っている様です。自己責任と言う言葉

の云々は、どうでも良い話ではなく、リス

クをせおって帰る当人には、重くせつない

話です。帰島方針が出た今、危機感を持た

ず に 帰 島 す る 者 は い な い は ず な の

に・・・・、との意見もあります。高齢の

身になると、荷物をまとめる事も大儀、そ

れに輪をかけて引っ越しに伴う手続きの煩

わしさによる不安。引っ越し業者との交渉

すら、どうしてやったらよいのか分からな

い。明け渡しは？引っ越す時に、船が欠航

しちゃったら、その時都内で寝泊まりする

場所は？引っ越しの費用はどうなるの？荷

物の島での持ち扱い方は？希望日を集計し

て地区ごとに帰すの？近所同士で帰すの？

1つ1つに不安を持っても、ここで結果が

出る事もなく、話は堂々巡りで終わるしか

ありません。 

説明会で配布された、マニュアルを見な

がら話をしているのだけれども、結局具体

的な事が見えてこない。これだけの世帯が

まとめて引っ越しするのだから、運送会社

に「どの様な手順の引っ越しサービスが出

来るか」「どれ位の値引きを考えてくれる

か」等と交渉してくれるセクションは出来

ないだろうか。そして、一人暮らしや、高

齢者世帯に応援態勢をどの様にしたらよい

のかも考えました。そして、｢じゃあ希望

する世帯のアパートに住む者がお互いに、

今日はあそこの引っ越し荷物を作る手伝い

をしよう、明日は次の家族を手伝おう｣そ

んな事もありかなー。「じゃあ、最後のも

んは、一人自分で荷物を作るのかよー」

等々、時には笑い話になったり、暗い気持

ちになったり、そんな会の雰囲気でした。 

 この避難先で生まれたつきあいを、帰島し

てからも続けたい・・・。そんな願いを持つ者も

あります。これから、会としては区内の関係

機関からも帰島について、手伝う事はない

か等声をかけてくれている所もあるので、

帰島の説明会等で村の方向性が見えたら、

関係機関等と打ち合わせをしながら、自分

たちが出来る範囲で、帰る人、帰らない人の

区別なく、少しでも不安を取り除ける努力して

いきたいと考えています。 

 今まで細々ではあっても、月一回の集ま

りで、皆が思う事を、こうして話しあう場

を持てた事に、喜びを感じた今回の定例会

でした。      「港南三宅会 だより」 
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帰島前健康診断はおすみでしょうか？ 
 
 現在、三宅村では、帰島前健康診断を実施しています。一次健康診断は、下記の日程で

終了となりますので、健康診断を受けていない方は、保健福祉課でお申し込みの上、受
診されますようお願いいたします。 
 すでに検診のお申し込みをしている方は、指定された日時で受診してください。 

検診日程（10月実施分）問合せ先：三宅村保健福祉課 ＴＥＬ：０３－５３２０－７８２７ 

健診場所 実施日 受付場所 

｢江東区文化センター｣ 

江東区東陽4－11－3 
10月12日（火） 午前  9：30～11：30 

｢コーシャハイム小松川一丁目集会室｣

江戸川区小松川1－2 
10月13日（水）

午後 13：30～15：00 

｢元気プラザ｣ 

千代田区飯田橋3－6 

10月 １日（金）

 ～10日（日）

土日も 

実施します

月～金（午後のみ） 

午後13：30～15：00 

 

土・日（午前・午後） 

午前  9：30～11：30 

午後 13：30～15：30 
 

ＪＨＰ学校をつくる会チャリティーイベント２００４ 
～カンボジアに建てた学校１１５！～ へ無料ご招待 

 子どもたちの教育支援のためのＪＨＰの活動は今年で12年！11月にはカンボジア
に115校目が完成の予定です。 

今回は、武田鉄也さん、上戸彩さん、上條恒彦さん、海援隊のみなさん、『3年B組
金八先生』パート7生徒のみなさんに駆けつけていただき、舞台版『３年Ｂ組金八先
生』と歌とトークの楽しいコンサートを繰り広げます。また、桜中学卒業生による恒
例のソーラン節、江東区立第七砂町小学校金管バンドクラブによるマーチングバンド
など、バリエーション豊かなチャリティーイベントをお楽しみください。 
 三宅島の皆さまには、長い避難生活でご苦労されていることと思います。各地に避
難しているご家族の皆さまをご招待し、心から声援を送らせていただきます。 
 参加ご希望の方は下記の要領でお申し込みください。チケットをお送りいたします。 

 
日  時：平成16年11月24日(水)17:30開場 18:00開演 21:00終演 
     15:00より会場ロビーにてチャリティーバザーを行います。 
     芸能人ご提供による、衣類・バッグ・雑貨・食品・小物など盛りだくさん 

会  場：メルパルクホール（東京郵便貯金ホール） 
   (ＪＲ／モノレール浜松町下車徒歩８分・地下鉄都営三田線芝公園下車徒歩2分) 

申  込：官製はがきに｢ＪＨＰチャリティーイベントチケット希望｣と 
①氏名（ふりがな）②現住所(チケット送付先) ③電話番号 をご記入のう
えお申し込みください。抽選で10組20名様にチケットをお送りいたします。 
（官製はがき一枚で、２名様まで申し込みいただけます） 

お問合せ：ＪＨＰ学校をつくる会事務局 担当：伊藤 

T  E  L：03-5414-1774(平日、月～金、10:00～18:30) 

〆  切：2004年10月31日(日)必着 

 『第 9 回三宅島島民ふれあい集会』  島民実行委員会
は、いよいよ明日午後です。お誘いあわせの上ご参加ください。

日  時：１０月３日(日)１３：３０～ 場所：飯田橋セントラルプラザ 
お問合せ：実行委員会事務局(三宅島災害・東京ボランティア支援センター) 
ＴＥＬ：０３－３２６０－７５７３

あなたのご意見 
おまちしています！ 


